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12月定例会 議案ピックアップ

　12月定例会が、12月８日から21日までの14日間の会期で開かれま
した。子育て世帯物価高騰対策支援給付金支援事業や出産・子育て応
援交付金事業に関わる補正予算案を含む議案26件について審査し、い
ずれも原案のとおり承認、可決、同意されました。
　一般質問は12月14日から３日間行われ、14人の議員が登壇し、市
政全般にわたって議論が行われました。（9～13ページ）
　また、９月定例会において継続審査となっていた市民からの請願１
件が趣旨採択され、関係機関に意見書を提出しました。（5ページ）

◆議案第119号　令和４年度白河市一般会計補正予算（第９号）

その１

◆議案第138号　令和４年度白河市一般会計補正予算（第１１号）
全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができる環境を整える全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができる環境を整える

予算PICK UP

「子育て世帯物価高騰対策支援給付金支給事業」
　　　　　　　　　　　　　　　　9,403万2,000円

　燃料費や光熱費、食料品等の物価高騰による負担を軽減するため、高校生以
下の子供を育てる世帯に児童一人当たり１万円を支給する。

・高校生以下の子供を育てる世帯
 （児童手当が本則給付の所得要件に該当している方）

対象者

全ての議案の審査結果
は市議会ホームページ
をご覧ください。

「出産・子育て応援交付金事業」4,069万3,000円
妊娠時から出産・子育てまで一貫した「伴走型相談支援」と「経済的支援」
　伴走型相談支援　　　　　①妊娠届出（母子手帳交付）時の面談

②妊娠8ヶ月前後の面談
③乳児家庭全戸訪問時の面談

　　経済的支援　　 妊娠時に「出産応援金（５万円）」と出産時に「子育て応援金
                            （子ども１人あたり５万円）」を支給する。

・令和４年４月１日以降生まれた児童
・既に生まれている児童に対しては「出産応援金」と「子育て応援金」を合わせた１０万円を給付
・令和５年１月以降に母子手帳を交付する妊婦には、交付後に「出産応援金」５万円、
　出産後に「子育て応援金」５万円を支給

産 前

産 後

対象者

◆市長提出議案����� 26件

◆うち人事案件������ 2件

◆請願���������� 1件

◆報告���������� 2件

◆議員提出議案������ 1件

子育て支援
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◆議案第134号　令和４年度白河市一般会計補正予算（第１０号）

その2

教育委員会委員・農業委員会委員の任命に同意教育委員会委員・農業委員会委員の任命に同意

予算PICK UP

「農業生産資材高騰対策事業」　7,720万8,000円
① 肥料価格高騰分の1/3を支援する県補助金に対し、市が同額を上乗せして補助する。

　　　　　水田（30a以上）による生産者

　　　　　水稲：500円/10a　
　　　　　水稲からの転換作物：1,500円/10a

② 農業生産資材や家畜飼料の高騰分の一部を市が独自に支援する。

　　　　　認定農業者（認定新規就農者含む）

　　　　　水稲：肥料を除く生産費上昇分の10％　1,000円/10a
　　　　　野菜、果樹、花き：肥料を除く生産費上昇分の20％　6,000円/10a
　　　　　畜産：１頭あたり生産費（飼料代含む）上昇分の20％　
　　　　　　　　牛5,000～10,000円　　豚1,000円　　鶏200円

人事案件

白河市教育委員

対象者

対象者

補助額

補助額

請願第５号

意見書第８号

沼
ぬ ま

田
た

鮎
あ ゆ

美
み

氏（表郷金山）

教育委員とは…
地域の学校教育、社会教育、文化、スポーツ等
に関する機関である教育委員会の委員。
本市は４名の委員で構成されている。

任期
４年

「動物を虐待から守るための法整備を求める意見書提出の請願書」
　〈請願者〉 近藤　栄子、あさかわペットサポート　代表　上野　邦江
　〈要　旨〉 動物愛護管理法第44条に違反し、虐待やネグレクト、多頭飼育による飼育崩壊等が認められた場合、

飼い主の同意を得ることなく、緊急的に動物を保護できるよう法整備をすること。
※同請願は９月定例会に開催された「議員間討議会」（より適正に表決することを目的に議員同士
が自由に意見交換を行うこと）を経て、議会運営委員会で「継続審査」となっていました。

全会一致で採択され、関係機関に意見書を提出しました

趣旨採択

採択

請　願

議会運営委員会の採決

本会議の採決

農業対策

請願と意見書

白河市農業委員

熊
く ま

田
だ

林
し げ

雄
お

氏（本沼）

農業委員とは…
農業者の代表として農地の権利移動や農地転用を
中心とした農業行政の執行をはじめ、遊休農地の
有効利用の指導等を行っている。
本市は19名の委員で構成されている。

任期
2年

3ヶ月
※前任者の
　残任期間

クローズ
アップ

請願と意見書

Point
 趣旨選択

とは
趣旨のみ取り上げる
という議決方法です。



総務 常任委員会総務 常任委員会

行政住宅分譲地、土地売払収入208万8,000円行政住宅分譲地、土地売払収入208万8,000円
「地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例」のほか、議案8件
が付託され、いずれも原案のとおり承認及び可決されました。

各委員会に付託された議案の審査経過と結果について、主なものを報告します。

未販売地は、第２白鳥ニュータウンで34区間、田園町府ニュータウンで12区画となっている。地方分散が
進行する中、行政分譲地が移住希望者への一つの受け皿になると思われることから、次年度以降は、SNS
などの活用も視野に入れ、幅広い層に本市の魅力や土地情報を発信し、販売促進を図っていきたい。

Q 未販売地及び今後の販売促進を図る手立ては？

Ａ

市民産業 常任委員会市民産業 常任委員会

電気料金の高騰に対する商店会等への電気料金を補助！電気料金の高騰に対する商店会等への電気料金を補助！
「小田川市民センターの指定管理者の指定について」のほか、議案9件が付託され、いずれも原案
のとおり同意及び可決されました。

令和元年度の利用者数は約1万人、令和2年度に
は新型コロナウイルスの影響で約7,000人に落ち
込んだが、令和3年度には約9,000人、令和4年
度は11月現在で8,400人まで戻り、コロナ禍前
の水準近くまで戻ってきている。 

補助対象の団体数は14団体で約750基の街路灯があり、商店会等のアンケートによると一基あたり4,000
円から7,000円かかっている。商店街の良好な街なみと商店会等活性化を図るため、費用の一部を補助す
る。

Q

Q

●● 議案第127号　聖ケ岩ふるさとの森の指定管理者の
　　　　　　　　 指定について
　元年度1万人、今年度8,400人。

●● 議案第134号　令和４年度白河市一般会計補正予算（第10号）（商工業振興対策事業）
14団体約750基の街路灯

「聖ケ岩ふるさとの森」の利用者数の推移は？

電気料金の高騰に伴い、街路灯補助金に該当する各商店会等の団体数と現在の一基あたりの年間電気料金は？

Ａ

Ａ

●● 議案第134号 　令和4年度白河市一般会計補正予算（第10号)
さらなる販売に期待！

白鳥ニュータウン 田園町府ニュータウン

聖ケ岩

2023（Ｒ5）2.1　Vol.69 6



教育福祉 常任委員会教育福祉 常任委員会

施設の管理に民間のアイデアや能力を活用し、住民サービスの向施設の管理に民間のアイデアや能力を活用し、住民サービスの向
上と経費縮減を図る上と経費縮減を図る
「白河市武道館の指定管理者の指定について」のほか、議案５件が付託され、いずれも原案の
とおり可決されました。

指定管理者審査会において、目的に沿った施設管理が適切になされてい
ることを確認している。

市内のこども食堂に対して1回あたり２,000円を上限
として、120回分の助成を行う。

Q

Q

●● 議案第132号　白河市武道館の指定管理者の指定について
施設の適正な管理を行う

●● 議案第134号　令和４年度白河市一般会計補正予算（第10号）（子どもの居場所づくり支援事業）
こども食堂を支援する

指定の際、管理業務の審査状況は？

事業の内容について？

Ａ

Ａ

建設水道 常任委員会建設水道 常任委員会

遊具がある公園は70箇所、引き続き点検し安全に遊具がある公園は70箇所、引き続き点検し安全に
令和４年度白河市水道事業会計補正予算（第2号）のほか、議案３件が付託され、いずれも原案の
とおり可決されました。

●● 議案第138号　令和４年度白河市一般会計補正予算（第11号）（公園管理費）
長寿命化計画の補助事業等を活用しながら更新、修繕、安全対策！

令和４年11月現在180箇所で遊具がある公園は７０箇所。都市公園の遊具については、
公園施設長寿命化計画の補助事業を活用し、更新や修繕をひと通り完了しているが、使
用頻度や耐用年数などを考慮しながら引き続き毎年点検し、安全対策を講じていく。

Ａ
Q 市が管理する公園と遊具がある公園数は？老朽化した遊具の整備状況は？

　各家庭に給水されるまでの水道水が、どのような経路で配水されてい
るのか現地視察しました。西郷村の堀川ダムの視察をはじめ芝原浄水場、
川田取水場、向山配水場、立石山配水場までの視察を行い、白河市の水
道水が安全に安定的に各家庭に供給されているか確認しました。水道用水の水源（堀川ダム）

急速ろ過池（芝原浄水場） 配水の状況はモニターで監視
（立石山配水場）

「白河市水道事業」

現地調査  11月25日

白河市武道館
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総務常任委員会総務常任委員会

建設水道常任委員会建設水道常任委員会

～ 行政視察リポート～

～ 行政視察リポート～

総務常任委員会は、所管事務調査の一環として11
月９日から10日まで、岩手県北上市、同県紫波町
にて行政視察を実施しました。

建設水道常任委員会は、所管事務調査の一環として
１１月９日から１１日まで、宮崎県日南市、鹿児島県霧
島市にて行政視察を実施しました。

〈参加者〉委員長　大竹 功一　副委員長　大木 絵理
　　　　委　員　石名 国光　委　　員　縄田 角郎 　
　　　　委　員　根本 建一　委　　員　吉見 優一郎

　天候に左右されず、一年中屋内での一
体的な検診実施が可能となるよう、検診
車を屋内に配置できる構造となっている
ことや、衛生面、そして安全面に配慮し
たこども検診ルームを設置するなど、い
ずれも利用者目線を第一に考えた施設づ
くりをしていた。本市の複合施設の類似
施設の先進事例として大変参考になった。

〈参加者〉委員長　北野 唯道　副委員長　室井 伸一
　　　　委　員　山口 耕治　委　　員　大花 　務
　　　　委　員　戸倉 宏一

北上市保健・子育て支援複合施設hokko（ほっこ）

利便性の良い工夫が多数
　10.7haの町有地を民間主導型の公民連携により公共と民間の混
合施設を整備するもので、全国から成功事例として注目を集めてい
た。官と民の役割分担により、県フットボールセンターをはじめ、
図書館、バレーボール専用体育施設を兼ね
備えた宿泊施設、役場庁舎、直売所、保育
園の整備等を行っていた。このプロジェク
トによって紫波町の地価公示は10年連続で
上昇し、21.7％の増となっていた。

紫波町「オガールプロジェクト」

民間主導型の公民連携まちづくり

　片道 500円、乗合のときには 300円で、誰でも等し
く利用が可能であり、自由に乗降場所を設定できると
いう運行システムとなっていた。最短ルートなどを計
算するＡＩのシステムを採用しているのが特徴。利用
者から評判がよくスムーズで、かつ、効率的な運行に
取り組んでいた。

　日南市では美しいまちづくり「城下町飫
お び

肥景観計画」「港町油
あぶらつ

津景観計
画」について行政調査を行いました。城下町・飫肥地区では昭和50年頃に
江戸時代から続く街並みについて議論が行われ、地元の人たち自らが研究
会を立ち上げ課題解決に向け取り組んできたこと、また、油津地区の赤レ
ンガ館の歴史ある建物の保存に際し、30数名の有志の方が資金を出し合
い、後にまちづくりに役立ててもらおうと土地建物を市に寄贈するなど、
景観まちづくりの推進に向け、住民をはじめ、多様な組織の参加により取
り組まれていました。
　私たちが注目したのは、住民自らが自発的にアイディアを出し、観光の
ためのものではなく、まちの歴史や文化を後世に伝えることに重点が置か
れたことでした。観光開発はその結果であることを学ばせていただきまし
た。

　霧島市では「リノベーションま
ちづくり」「霧島リノベーション
まちづくり実行協議会」について
行政調査を行いました。リノベー
ションとは既存の「自然・歴史」と
磨き上げてきた「人・食」とを「遊
休不動産（空き家、空き店舗等）」
という新たな資源とリミックスす
ることにより、地方でイノベー
ションを興すことを目的とした課
題解決のための取り組みであるこ
とが分かりました。そして、行政
に頼るのではなく民間主導でリノ
ベーションまちづくりに挑戦して
いるということでした。行政側は
民間主導のリノベーションを支援
するという立場で、まちづくりの
成長戦略に繋げていることを学ん
できました。

　町に関わる事業を実施しようとする民間事業者から
提案された事業を、事業者自ら町内外の事業者に対し
て企業版ふるさと納税により町内への寄付採納を呼び
かけ、その寄付額の範囲内を限度額とし、補助金を交
付して行う事業。これまでに、バレーボールを活用し
た地域振興事業が実施されていた。

紫波町「フルデマンド型乗り合いバス」 紫波町「まち・ひと・しごと創生総合戦略推進事業」

利用登録不要で誰でも利用できる

住民自らのアイディアでまちづくり 民間主導のリノベーション

企業版ふるさと納税

宮崎県日南市「城下町飫肥景観計画」他 鹿児島県霧島市
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Ｑ　
道
路
行
政
に
つ
い
て

　
西
郷
搦
目
線
の
未
着
手
部
、

三
番
町
か
ら
結
城
の
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
。

Ａ　
西
郷
搦
目
線
の
三
番
町
か

ら
結
城
の
区
間
の
う
ち
、
向
新

蔵
か
ら
小
南
湖
ま
で
の
円
明
寺

工
区
に
つ
い
て
は
、
県
が
平
成

31
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
、

現
在
は
事
業
用
地
の
取
得
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
残
り
の
三
番
町
か
ら
向
新
蔵
ま
で

の
白
井
掛
工
区
及
び
小
南
湖
か
ら
結
城
ま
で
の

旭
町
工
区
に
つ
い
て
は
、
国
道
２
９
４
号
白
河

バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
市
内
の
交
通
需
要
が

大
き
く
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
市
街
地
の
交
通
量

の
推
移
を
見
極
め
な
が
ら
事
業
化
の
時
期
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

Ｑ　
矢
吹
天
栄
線
の
未
着
手
区
間
（
町
屋
か
ら

日
和
田
間
）
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

Ａ　
県
道
矢
吹
天
栄
線
の
町
屋
か
ら
日
和
田
地

区
は
、
県
が
昨
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
、
現

在
、
測
量
や
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
用

地
買
収
を
進
め
、
早
期
完
成
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
用
地
取
得
が

円
滑
に
進
む
よ
う
支
援

し
て
い
く
。
ま
た
、
事

業
の
さ
ら
な
る
促
進
を

図
る
た
め
、
市
長
が
県

に
要
望
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
引
き
続
き
早
期

完
成
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

Ｑ　
人
口
問
題
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
合
併
後
の
16
年
間

で
人
口
が
10
・
１
%
減
少
し
、

出
生
数
も
37
・
８
%
も
減
少
し

て
い
る
。
今
後
、
人
口
減
少
に

よ
る
経
済
規
模
の
縮
小
や
生
活

水
準
の
低
下
を
招
か
な
い
た
め

に
、
本
市
の
未
来
を
ど
う
描
き
、

対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

Ａ　

重
要
な
こ
と
は
、地
域
の
魅
力
や
特
色

を
生
か
し
、人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
や
か

に
し
、暮
ら
す
人
が
、「
住
み
や
す
い
」「
住
み
続

け
た
い
」と
感
じ
る
地
域
社
会
を
持
続
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。

Ｑ　
教
育
行
政
に

つ
い
て

　

急
激
な
少
子
化

や
市
街
地
の
変
化

に
伴
い
、
小
中
学

校
の
将
来
の
配
置

や
学
区
の
見
直
し

を
検
討
す
る
時
期

に
き
て
い
る
と
思

う
が
教
育
委
員
会

の
見
解
は
。

Ａ　
将
来
の
児
童
生
徒
数
や
学
級
数
を
見
通
し
、

地
域
の
実
態
、
通
学
条
件
を
も
と
に
良
い
教
育

環
境
に
つ
い
て
慎
重
に
議
論
を
重
ね
た
い
。

Ｑ　
学
校
給
食
の
食
材
の
地
産
地
消
を
さ
ら
に

推
進
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
地
元
農
畜
産
物
の
使
用
割
合
の
目
標
値

50
%
に
近
づ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
推
進
す
る
。

北野　唯道 議員

佐川　京子 議員

矢吹天栄線、町屋～日和田間の見通しは

急激な少子化により、小中学校の配置、学区について見直す時期にきているのでは

昨年度から県が事業着手。早期完成するよう支援

将来の児童生徒数を見通し、慎重に議論を重ねていきたい

Point
一般質問

とは

◇一般質問とは行政全般にわ
たり、市長などの行政側に
対し、現状や見通しを質問
したり、あるいは報告や説
明を求めたりすることです。

◇時間制限は質問、答弁時間
を含めて60分以内です。

◇一般質問をする議員はその
要旨を事前に通告すること
となっています。

一　般　質　問一　般　質　問
12月定例会では14名の議員が一般質問を行いました。12月定例会では14名の議員が一般質問を行いました。
本会議のネット中継及び録画配信を行っています。本会議のネット中継及び録画配信を行っています。
ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。

12月定例会において延べ52名の方が傍聴にお
越しくださいました。ありがとうございました。

9

西郷搦目線白井掛工区（三番町側）
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Ｑ　
人
口
減
に
伴
う
地
域
振
興
を
伺
う
。

Ａ　
地
域
課
題
解
消
の
た
め
、
主
体
的
な
行
動

指
針
と
な
る
市
独
自
計
画
を
策
定
す
る
。

Ｑ　
職
員
の
定
年
延
長
と
役
職
定
年
に
つ
い
て

Ａ　
５
年
度
か
ら
２
年
に
１
歳
ず
つ
段
階
的
に

引
き
上
げ
、
13
年
度
か
ら
65
歳
に
な
る
。
役
職

定
年
と
な
っ
た
職
員
が
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
よ
う
働
き
方
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
。

Ｑ　
農
業
商
業
へ
の
市
の
物
価
高
騰
対
策
は
？

Ａ　
県
の
肥
料
高
騰
補
助
に
同
額
を
補
助
す
る
。

さ
ら
に
、
水
稲
や
野
菜
、
果
樹
、
家
畜
等
を
出

荷
す
る
認
定
農
業
者
等
に
補
助
を
行
う
。

　
市
民
一
人
に
つ
き
３
千
円
の
ク
ー
ポ
ン
を
配

布
す
る
と
と
も
に
、
商
店
会
街
路
灯
の
電
気
代

及
び
改
修
費
用
等
の
一
部
補
助
を
行
う
。

Ｑ　
園
児
等
の
置
き
去
り
防
止
に
つ
い
て

Ａ　
同
乗
し
た
保
育
士
が
座
席
や
忘
れ
物
の
確

認
、
運
転
手
が
清
掃
と
再
度
確
認
し
て
い
る
。

Ｑ　
進
学
等
に
お
け
る
奨
学
金
等
に
つ
い
て

Ａ　
奨
学
金
の
無
利
子
貸
与
制
度
や
定
住
促
進

事
業
と
し
て
２
割
返
還
免
除
も
あ
る
。

Ｑ　
白
河
市
・
港
区
環
境
交
流
事
業
に
つ
い
て

Ａ　
５
年
度
は
交
流
事
業
を
実
施
し
た
い
。

水野谷　正則 議員

地域振興について
地域課題解消のため、主体的な行動指針となる市独自計画を策定する

Ｑ　
近
年
、
自
然
災
害
の
増
加
、

給
水
利
用
人
口
の
減
少
、
給
水

設
備
の
老
朽
化
等
々
の
課
題
も

あ
る
が
、
高
い
公
共
性
の
水
道

事
業
を
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

Ａ　
市
と
し
て
豊
か
で
貴
重
な

水
を
守
り
後
世
に
残
す
責
務
が

あ
る
。
水
道
イ
ン
フ
ラ
を
公
営

に
よ
り
継
続
し
、
今
後
の
水
需
要
を
見
据
え
、

各
施
策
を
講
じ
、
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
。

Ｑ　
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
白
河
市
が
応
援
、
白
河
を
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
と
し
て
「
知
っ
て
も
ら
う
」
「
来
て

も
ら
う
」「
食
べ
て
も
ら
う
」の
視
点
か
ら
、
読

売
新
聞
東
京
本
社
と
連
携
し
、
観
光
資
源
の
魅

力
を
首
都
圏
に
対
し
情
報
を
発
信
中
。
広
域
連

携
が
重
要
な
た
め
県
南
地
方
で
も
狛
犬
や
自
然
、

ゴ
ル
フ
な
ど
足
元
に
あ
る
共
通
資
源
を
活
用
し

県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
。
ま
た
、
仙
台
育
英
学
園
高
等

学
校
が
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
で
東
北
勢

初
と
な
る
優
勝
を
果
た
し
「
白
河
の
関
越
え
」

が
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

を
契
機
に
、
全

国
か
ら
多
く
の

方
が
訪
れ
て
い

る
。
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据

え
、
積
極
的
に

情
報
発
信
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
公
共
施
設
や
学
校
等
に
設

置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
女
性

に
配
慮
し
た
三
角
巾
を
配
備
し

て
み
た
ら
ど
う
か
。

Ａ　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
一
般
的
に
使

用
が
一
分
遅
れ
る
ご
と
に
救
命

率
が
10
㌫
低
下
す
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
素
早
く
作
動
さ
せ
る

こ
と
が
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な

が
る
。
こ
の
た

め
、
市
の
施
設

に
設
置
し
て
い

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
は
、

躊
躇
な
く
使
え

る
よ
う
女
性
に

配
慮
し
た
三
角

巾
な
ど
の
被
覆

物
を
備
え
る
方

向
で
検
討
す
る
。

Ｑ　
令
和
元
年
９
月
定
例
会
で
防
災
士
の
資
格

取
得
の
た
め
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
質
問
を
し

た
が
、
執
行
部
か
ら
は
「
助
成
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
」
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
検
討

が
さ
れ
た
の
か
。

Ａ　
防
災
士
の
養
成
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上

を
図
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年

度
よ
り
「
地
域
の
底
力
再
生
事
業
」
に
補
助
金

制
度
を
創
設
し
、
資
格
取
得
の
費
用
の
一
部
を

４
名
の
市
民
に
助
成
し
た
。
今
後
、
町
内
会
の

会
合
や
総
会
時
に
加
え
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
お
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

戸倉　宏一 議員

室井　伸一 議員

本市水道行政をどのように運営していくのか伺う

公共施設や学校に設置しているAEDに三角巾を配備してみたらどうか

豊かで貴重な水を後世に残していく

女性に配慮した三角巾を備える

新そばまつり

国指定史跡白河関跡
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Ｑ　
本
市
は
脱
炭
素
社
会
の
実

現
の
た
め
昨
年
10
月
「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ら
か

わ
」
を
宣
言
し
た
が
、
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
現
在
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
目
標
や
方
法
を
示
し
た
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
し

て
い
る
。
未
来
を
担
う
小
中
学

生
を
対
象
に
環
境
教
育
「
省
エ
ネ
・
学
び
講

座
」
の
開
催
、
庁
舎
や
「
り
ぶ
ら
ん
」
な
ど
の

公
共
施
設
、
小
中
学
校
の
照
明
の
L
E
D
化
や

電
気
自
動
車
へ
の
更
新
な
ど
省
エ
ネ
活
動
を
率

先
し
て
行
っ
て
い
る
。
「
環
境
配
慮
型
製
品
へ

の
買
換
え
」
を
促
す
た
め
の
支
援
と
し
て
太
陽

光
発
電
や
蓄
電
池
、
E
V
（
電
気
自
動
車
）
購

入
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
昨
今
、
街
な
か
の
歴
史
的
な
建
物
が
解
体

さ
れ
空
き
地
が
目
立
っ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ　
歴
史
的
な
景
観
を

維
持
し
て
い
く
た
め
、

指
定
を
受
け
た
建
物
に

は
修
繕
費
の
一
部
に
補

助
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
建
物
の
歴
史
や

周
辺
の
地
域
資
源
に
も

着
目
し
な
が
ら
、
建
物

に
新
た
な
価
値
を
見
い

だ
し
活
用
す
る
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

鈴木　裕哉 議員

「ゼロカーボンチャレンジしらかわ」について
「環境配慮型製品への買換え」の支援を検討する

Ｑ　
「
し
ら
か
わ
提
灯
祭
り
」

は
、
360
年
以
上
続
く
本
市
を
代

表
す
る
伝
統
的
行
事
で
あ
る
。

し
か
し
、
産
業
構
造
の
変
化
や

少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少

で
、
市
街
地
の
空
洞
化
な
ど
各

町
内
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。
町
内
関
係

者
か
ら
は
、
祭
り
を
継
続
す
る

に
あ
た
り
、
人
材
及
び
財
源
確
保
が
極
め
て
厳

し
い
と
い
う
悲
鳴
に
似
た
声
が
聞
か
れ
る
。

　
祭
り
関
係
者
か
ら
市
長
に
対
し
、
こ
の
窮
状

を
打
破
し
て
祭
り
を
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

ぜ
ひ
相
談
に
の
っ
て
ほ
し
い
と
の
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
場
合
、
対
応
を
ど
う
す
る
か
、
問
う
。

Ａ　
ま
ず
は
神
社
や
祭
り
関
係
者
が
、
祭
り
を

継
続
し
て
い
く
た
め
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し

て
、
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
。
そ
れ
ら
を
整
理

し
た
上
で
、
祭
り
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
人
々

だ
け
で
な
く
、
市
も
含
め
様
々
な
関
係
者
と
連

携
・
協
働
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
手
法

を
探
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
。

　

全
国
に
は
民
間

と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
祭
り
を
実

施
し
て
い
る
事
例

も
あ
る
。
そ
れ
ら

の
運
営
体
制
や
実

施
手
法
等
に
つ
い

て
も
調
査
す
る
。

Ｑ　
民
間
主
導
型
公
民
連
携
ま

ち
づ
く
り
は
先
進
地
で
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
公
民
連

携
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
？

Ａ　
複
合
施
設
整
備
や
廃
校
の

新
た
な
利
活
用
等
に
お
い
て
、

先
進
的
な
事
例
を
参
考
に
す
る
。

Ｑ　
市
内
民
間
団
体
の
情
報
を

行
政
全
体
が
把
握
し
、
市
民
協

働
を
活
性
化
さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
市
の

考
え
は
？

Ａ　
民
間
団
体
の
「
情
報
の
見
え
る
化
」
に
つ

い
て
、
先
進
地
の
事
例
や
関
係
団
体
の
声
を
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
す
る
。

Ｑ　
保
育
施
設
の
安
全
管
理
と
保
育
の
質
の
チ

ェ
ッ
ク
に
つ
い
て

Ａ　
各
園
に
お
い
て
現
場
の
安
全
確
認
を
行
っ

て
い
る
。
公
立
園
は
今
年
度
か
ら
外
部
講
師
の

園
訪
問
型
の
指
導
を

開
始
し
た
（
幼
稚
園

３
園
、
保
育
園
２
園
、

各
２
回
）
。
今
後
効

果
を
検
証
し
、
実
施

園
数
や
回
数
の
拡
充

を
検
討
す
る
。

Ｑ　
若
者
の
居
場
所
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー

ク
の
新
設
を
望
む
。

Ａ　
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
議
論
し
て
い
く
。

Ｑ　
若
年
層
投
票
率
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
、

高
校
や
大
学
等
と
連
携
し
た
参
画
型
選
挙
を
！

Ａ　
高
校
等
関
係
機
関
と
の
連
携
と
若
い
世
代

へ
の
周
知
に
努
め
る
。

高橋　光雄 議員

大木　絵理 議員

提灯祭りの維持発展のために、相談された場合の対応は

保育の質、チェックと向上を同時に！外部講師の訪問指導を！

まずは関係者で課題を浮き彫りにし、検討することが必要

実施園数や回数の拡充を検討する

学　年 待機児童数
0歳児 37名
1歳児 6名
2歳児 2名
3歳児 1名

〈12月1日現在の待機児童数〉
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Ｑ　
「
白
河
の
関
」
に
関
連
し

た
観
光
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
令
和
５
年
２
月
に
は
、
国

道
２
９
４
号
白
河
バ
イ
パ
ス
の

供
用
が
開
始
さ
れ
、
周
遊
観
光

の
後
押
し
と
な
る
。
令
和
５
年

オ
ー
プ
ン
予
定
で
あ
る
「
白
河

観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
起
点

に
、
様
々
な
観
光

情
報
の
発
信
や
観

光
メ
ニ
ュ
ー
の
提

案
な
ど
に
よ
り
旅

の
満
足
度
を
高
め

「
ま
た
訪
れ
た
い

ま
ち
白
河
」
を
目

指
し
、
積
極
的
な

観
光
誘
客
に
努
め
る
。

Ｑ　
防
災
士
の
養
成
と
育
成
、
ま
た
町
内
会
と

防
災
士
が
連
携
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
地
域
の
底
力
再
生
事
業
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー

に
防
災
士
の
資
格
取
得
に
関
す
る
費
用
の
一
部

補
助
を
創
設
し
た
。
防
災
士
の
登
録
制
度
の
創

設
や
組
織
化
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
防
災
士
の
養
成
を
推
進
す
る
と
と
も
に
消
防

団
や
町
内
会
、
市
が
連
携
を
図
り
、
事
業
実
施

に
向
け
て
調
査
検
討
す
る
。

Ｑ　
お
も
て
ご
う
保
育
園
の
移
転
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ　
白
河
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
基

づ
き
、
早
期
移
転
に
向
け
予
算
化
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。 藤田　文夫 議員

「防災士」養成と育成、町内会と連携した取り組みは
登録制度の創設や組織化を視野に調査検討する

Ｑ　
中
心
市
街
地
を
横
断
す
る

国
道
２
９
４
号
は
、
国
道
４
号

と
東
北
自
動
車
道
に
直
結
す
る

立
派
な
道
路
で
あ
る
。
横
町
、

田
町
は
住
宅
地
区
へ
と
変
容
し
、

発
展
が
見
込
め
る
用
地
は
少
な

く
、
車
を
停
留
さ
せ
る
ア
イ
デ

ィ
ア
が
な
い
と
通
過
道
路
に
な

る
。
例
え
ば
、
東
邦
銀
行
移

転
後
の
跡
地
を
中
央
駐
車

場
と
し
、
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
白
河
ラ
ー
メ
ン
店

と
か
の
ブ
ラ
ン
ド
店
づ
く

り
を
行
い
、
ま
た
本
町
四

辻
か
ら
南
湖
ト
ン
ネ
ル
手

前
の
大
変
余
裕
あ
る
道
路

幅
と
歩
道
を
利
用
し
「
夕

市
」
を
開
設
す
る
な
ど
は
ど
う
か
。

Ａ　
こ
の
点
に
関
し
て
は
多
方
面
か
ら
探
っ
て

い
く
。

Ｑ　
生
後
６
カ
月
以
上
４
歳
以
下
の
乳
幼
児
の

接
種
は
12
月
13
日
現
在
で
、
１
回
目
の
接
種
は

わ
ず
か
61
名
（
対
象
者
１
、
９
２
８
名
）
で
あ

る
。
保
護
者
の
不
安
に
対
す
る
て
い
ね
い
な
説

明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
接
種
の
推
奨
に
は
慎
重
な
配
慮
を
行
っ
て

い
く
。

Ｑ　
ペ
ダ
ル
の
踏
み
違
い
な
ど
に
よ
る
高
齢
者

の
交
通
事
故
の
多
発
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
。

Ａ　
運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
し
た
場
合
、
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
広
報
活
動
を
行
い

つ
つ
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ　
市
民
の
間
で
後
継
者
問
題

か
ら
「
墓
じ
ま
い
」
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
羅
漢
山
墓
地
霊

園
及
び
霊
園
内
の
合
葬
式
墓
地

の
管
理
運
営
及
び
利
用
状
況
は

ど
う
か
。

Ａ　
市
と
市
都
市
整
備
公
社
が

整
備
し
た
区
画
は
併
せ
て
１
９

０
８
区
画
。
う
ち
利
用
区
画
は

１
８
４
４
区
画
で
約
97
％
の
利
用
率
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
管
理
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託

し
て
い
る
。
合

葬
式
墓
地
は
令

和
２
年
度
か
ら

運
用
を
開
始
し
、

令
和
４
年
12
月

１
日
現
在
、
１

７
８
件
と
な
っ

て
い
る
。

Ｑ　
生
活
保
護
受
給
者
の
一
部
の
方
の
中
に
は
、

保
護
費
受
給
前
に
市
税
等
の
滞
納
が
あ
る
場
合

が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
方
に
こ
そ
、
福
祉
の
観

点
か
ら
市
営
住
宅
を
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
う

が
、
現
在
、
市
税
滞
納
者
に
は
、
市
営
住
宅
の

賃
貸
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
市
条
例
等
を

改
正
し
、
可
能
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ　
市
営
住
宅
は
、
住
宅
に
困
窮
す
る
低
額
所

得
者
向
け
に
賃
貸
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
の

補
助
金
や
市
税
に
よ
り
、
建
設
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
福
祉
部
局
と
連
携
し
、
対
応
し
た
い
。

柴原　隆夫 議員

大竹　功一 議員

国道２９４号白河バイパスの開通はいつになるのか？

「墓じまい」の声。羅漢山墓地霊園の管理運営は？

２月４日全線開通へ

区画整備済墓地の利用は全区画数の97％。合葬式墓地の需要は高まっている

広い道路幅と余裕ある歩道
（本町四辻から南湖トンネル方面）
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Ｑ　
２
０
２
５
年
問
題
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ　
団
塊
の
世
代
昭
和
22
～
24

年
生
ま
れ
が
75
歳
と
な
る
時
期

に
、
様
々
な
分
野
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
る
。

Ｑ
　
高
齢
者
へ
の
影
響
と
対
策

を
伺
う
。

Ａ　
医
療
費
・
介
護
費
、
保
険

料
の
負
担
増
、
医
療
・
介
護
の
人
手
不
足
等
で
、

高
齢
者
・
現
役
世
代
の
負
担
増
が
予
想
さ
れ
社

会
全
体
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
市

は
高
齢
者
サ
ロ
ン
や
居
場
所
づ
く
り
、
ら
く
楽

体
操
等
の
介
護
予
防
や
健
康
寿
命
の
延
伸
事
業

の
実
施
、
在
宅
医
療
拠
点
セ
ン
タ
ー
運
営
と
住

ま
い
と
医
療
・
介
護
・
予
防
生
活
支
援
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

推
進
し
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
。

Ｑ　
観
光
物
産
協
会
で
取
り
扱
う
土
産
品
の
数

及
び
土
産
品
開
発
や
販
売
機
会
の
提
供
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ　
二
ノ
丸
茶
屋
で
は
新
名
物
開
発
の
取
り
組

み
と
し
て
、
白
河
実
業
高
校
生
と
連
携
し
「
実

業
だ
る
ま
バ
ー
ガ
ー
」
を
開
発
・
販
売
し
て
い

る
。
今
後
も
店
舗
や
各
種
事
業
者
と
連
携
し
て

い
く
。
販
売
機
会
の
提
供

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
各
種
商

品
の
販
売
を
各
店
舗
に
協

力
要
請
し
て
い
く
。

石名　国光 議員

団塊の世代が75歳となる2025年問題について
自分らしい暮らしを人生の最後まで続けられるよう支援に努める

Ｑ　
外
発
的
振
興
で
あ
る
企
業

誘
致
と
内
発
的
な
振
興
策
と

併
せ
て
推
進
さ
れ
て
い
る
が
現

在
ま
で
の
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、市
長
と
し
て
今
後
の
産

業
振
興
の
考
え
方
と
実
行
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
私
は
、
就
任
以
来
、
一
貫

し
て
「
地
域
振
興
の
要
は
産
業

に
あ
る
」
と
の
信
念
を
も
っ
て
「
企
業
誘
致
」

と
「
地
元
企
業
の
支
援
・
底
上
げ
」
を
２
本
の

柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
特
に
企
業
誘
致

は
新
た
な
雇
用
の
創
出
や
地
元
企
業
と
の
事
業

取
引
拡
大
に
加
え
、
税
収
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
う
え
で

最
も
有
効
な
施
策
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
率
先

し
て
企
業
ト
ッ
プ
と
直
接
交
渉
し
、
強
い
信
頼

関
係
を
築
き
、
ま
た
県
と
の
連
携
に
よ
り
三
菱

ガ
ス
化
学
や
ヤ
フ
ー
な
ど
を
誘
致
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
、
市
長
就
任
以
降
誘
致
し
た
企
業
は

約
30
社
に
上
る
。

　

ま
た
、
地
元
企
業
へ
の
支
援
は
平
成
20
年

に
創
立
し
た
産
業
サ

ポ
ー
ト
白
河
が
、
企

業
訪
問
を
行
い
、
企

業
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ

や
「
し
ら
か
わ
企
業

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活

用
し
た
情
報
発
信
」

「
人
材
確
保
」
な
ど
、

様
々
な
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

高
齢
者
の
聴
こ
え
の
支
援

Ｑ　
加
齢
に
よ
る
聴
力
の
低
下

は
、
一
般
的
に
40
歳
代
か
ら
始

ま
り
、
65
～
74
歳
で
は
３
人
に

１
人
、
75
歳
以
上
で
は
約
半
数

が
難
聴
に
悩
ん
で
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
市
に
は
何
人
い
る

と
推
測
で
き
る
か
。

Ａ　
先
月
１
日
現
在
の
人
口
に

当
て
は
め
る
と
65
～
74
歳
で
約
３
１
０
０
人
、

75
歳
以
上
は
約
４
４
０
０
人
と
な
る
。(

市
民

の
８
人
に
１
人
が
難
聴)

Ｑ　
加
齢
性
難
聴
で
は
、

会
話
が
成
り
立
た
ず
社

会
的
に
孤
立
し
が
ち

で
、
認
知
症
や
う
つ
病

へ
の
進
行
が
心
配
さ
れ

る
。
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
東
京
都
港
区
で
は
、

「
高
齢
者
補
聴
器
購
入

費
助
成
の
ご
案
内
」
リ
ー
フ
を
配
布
し
、「
聞
こ

こ
え
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
」(

７
項
目)

で
問
題

が
あ
れ
ば
指
定
す
る
耳
鼻
科
受
診
を
す
す
め
、

早
め
の
補
聴
器
装
用
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
市
で
は
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ

て
い
る
の
か
。

Ａ　
高
齢
者
自
身
が
聴
覚
の
状
態
を
確
認
す
る

こ
と
は
有
効
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
高
齢
者
の
集

い
等
で
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用
に

つ
い
て
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。
補
聴
器
購
入
費

助
成
制
度
導
入
も
検
討
す
る
。

山口　耕治 議員

深谷　　弘 議員

産業振興の必要性と成果について

高齢化で市民の８人に１人が難聴の可能性―早期発見・早期治療が必要！！

地域振興の要は産業にあるとの信念をもって

「聞こえのセルフチェック」を活用、早めの補聴器装用のため購入費助成制度の導入を

しらかわ地域ものづくり講習会



3 月定例会の予定月定例会の予定 正式には2月28日の開会日に決定します。
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※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、傍聴の際は検温、マスク着用、手指消毒にご協力をお願いします。

議
会

だ
よ

り
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。　
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス
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a.jp/
発

行
：

白
河

市
議
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〒
961–8602 福
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八

幡
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0248–22–1111

本会議はインターネッ
ト中継及び録画配信を
行っています。

こちらの
ＱＲコー
ドを読み
込んでく
ださい。

● 時間：午前10時から　● 場所：本庁舎４階　議場
　２月２８日（火）本会議【開会、会期決定、提案理由説明】
　３月　６日（月）本会議【一般質問１日目、委員会付託（請願・陳情）】
　　　　７日（火）本会議【一般質問２日目】
　　　　８日（水）本会議【一般質問３日目】
　　　　９日（木）本会議【総括質疑、委員会付託（議案）】

１０日（金）委員会【各常任委員会・付託案件の審査】
１３日（月）委員会【各常任委員会・付託案件の審査】
１４日（火）委員会【各常任委員会・付託案件の審査】
１６日（木）本会議【各常任委員長報告、質疑、討論、表決、閉会】

編
集
後
記

　
表
紙
の
写
真
は
旧
信
夫
一
小
・

旧
信
夫
二
小
・
旧
大
屋
小
の
3

校
が
合
併
し
て
4
月
6
日
に
開
校

式
が
行
わ
れ
た
大
信
小
学
校
で
す
。

校
長
先
生
を
は
じ
め
教
頭
先
生
や

ほ
か
の
先
生
方
も
子
ど
も
た
ち
が

学
校
に
な
じ
ん
で
く
れ
る
の
だ
ろ

う
か
、
仲
良
く
や
っ
て
い
け
る
の

だ
ろ
う
か
と
不
安
を
抱
え
て
い
た

そ
う
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
そ

ん
な
不
安
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ

る
く
ら
い
、
毎
日
元
気
に
学
校
に

通
っ
て
来
て
く
れ
て
、
大
勢
の
友

達
が
で
き
て
学
校
に
来
る
の
が
楽

し
い
と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
そ
う

で
す
。
た
く
さ
ん
学
ん
で
、
た
く

さ
ん
遊
ん
で
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思

い
出
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。�

室
井
委
員

議会報編集委員会

佐川京子副委員長佐川京子副委員長 石名国光委員長石名国光委員長

高畠 裕高畠 裕

鈴木裕哉鈴木裕哉

大木絵理大木絵理

室井 伸一室井 伸一

「ぼくたちわたしたちが守り続ける」
表郷が国内唯一の自生地となっているビャッコイ。現在、国
の特定第一種国内希少野生植物種に指定されている。ま
た、昭和３０年から県の天然記念物に指定されているが、今
年度当初予算で県から国の天然記念物へ指定を受けるた
めの調査費が計上された。ビャッコイが県の天然記念物に
指定されたのが１２月２７日であったことから、毎年１２月
にビャッコイの保全活動を担っている「表郷環境ネットワー
ク」と「表郷中学校の１・２年生」が清掃活動を行っている。
今年は生徒８７名が参加した。それぞれ手際よくいきいきと
作業に取り組んでいた。表郷環境ネットワーク会長の滝田国男さんは、「行政が予算化してビャッコイを守ろう
としてくれているのはうれしいこと。子どもたちにはこの活動を通して地域の宝のあり方を学んでほしい。」と話
す。生徒たちからは「ボランティアがないとビャッコイが汚くなってしまうからしっかりと取り組みたい。」「清掃
することできれいになっていくことが楽しい。」「地域に貢献できてうれしい。」という声があった。表郷の子ど
もたちはこの活動を通して「ビャッコイを守り続ける」という意識が根付いている。国の天然記念物に指定される
ことを待ち遠しく思う。（取材担当：大木）

表郷 ビャッコイ自生地 清掃活動表郷 ビャッコイ自生地 清掃活動取材レポート


